
7 広報のみ　2026. ４7 6広報のみ　2026. ４

市民と市政の歩み
まちづくり・市民の活躍

広報のみ３月号７ページの令和８年の五間堂町町内会長について、

「角越 茂樹」さんと掲載されていましたが、正しくは「角谷 正樹」さんです。お詫びし訂正します。
お詫びと訂正

　株式会社歯愛メディカルから企業版ふるさと納

税の制度を活用し、１千万円のご寄附をいただき

ました。清水清人代表取締役社長が市役所を訪れ、

井出市長から感謝状が贈呈されました。

　いただいたご寄附は、能美根上駅の利便性をさ

らに向上させるため、駅構内に「能美根上 55食

堂」、駅東口広場に無人店舗「のみ電スマートス

トア」を整備する事業に活用させていただきます。

　寺井消防署の化学消防ポンプ自動車を更新し

ました。

　新車両は側面・後面に高視認性マーキングを

施し、一般車両からの視認性を高め、また取り

外し可能な放水銃や取り扱いが容易な電動アシ

ストホースカーを積載しています。

　この車両は防衛省補助金（民生安定助成事業）

を活用して整備しました。

　市民がお互いに話し合い、学び体験する中か

ら新しいまちづくりが推進されることを目的に

「まなびフェスタ」を開催しました。

　ニュースポーツ「モルック」の体験や、日常

食を防災食にする調理実習などさまざまな講座

に多くの市民が参加しました。

　市と日本通運株式会社は、頻発・激甚化する

自然災害に備え、能美市内での発災時における

支援物資の受け入れ体制を整えるため、協定を

締結しました。

　災害発生時に支援物資の集積・配送拠点が設

置されることで、物資の流通が円滑になり、被

災者へのより迅速かつ的確な物資供給が可能と

なります。

　第 50 回全日本競歩能美大会を根上総合文化会

館前のコースで開催しました。

今大会から競歩の距離が変更となり、35km から

42.195 ㎞、20km から 21.0975 ㎞になりました。

　市内では、中学女子３km 競歩で小梁美空選手

（RevancheAC・辰口中３年）が２位入賞を果たし

ました。
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　第50回全日本競歩能美大会のプレイベント「の

みきょうほワクワクデー」を開催しました。

　50回記念銘板除幕セレモニーでは第１回大会か

らの優勝者名を刻銘した銘板を披露し、能美市出

身で男子 20㎞競歩元世界記録保持者の鈴木雄介

さんたちが思い出のトークに花を咲かせました。

また輪島中学校、門前中学校と根上中学校の吹奏

楽部が能登復興を願い、心温まる演奏をしました。

将来を見据えた行財政改革

・持続可能な組織づくり推進事業（550 万円）

多様化する市民ニーズに柔軟に対応できる市役所の組

織づくりと持続可能な行財政運営の実現に向け、職員

の業務見直しや効率化、組織体制の在り方について令

和７年度に実施した全庁業務量調査結果をもとに検討

を実施

・行財政改革推進検討事業（990 万円）

持続可能な行財政運営を行うため、令和７年度に立ち

上げた行財政改革タスクフォース（Next Innovation 

for Nomi）において補助事業の効果検証や施設の維持

管理などのあり方を検討

・総合計画・戦略策定事業（1,038 万円）

第３次総合計画及び第３期総合戦略が一体となった計

画の策定

・立地適正化計画策定事業（1,200 万円）

将来の人口動向を見据え、本市の居住機能や都市機能

のあり方を整理し、持続可能な「コンパクト・プラス・

ネットワーク型」のまちづくりの実現に向け、立地適

正化計画を策定

・情報システム更新・改修事業（１億 2,995 万円）

令和９年度より eL-QR※による公金収納を開始できる

ようシステム改修等を実施

※納付書に印刷された２次元コードをスマホなどで読

　み取ることで、いつでもどこでもキャッシュレスで

　公金を納付できる仕組み

・AI プラットフォーム支援事業（910 万円）

市民からの電話問い合わせに対し、AI による音声自

動応答を導入し、スピーディーかつ的確に市民が手続

きを進められる環境を整備することで電話・チャット

ボットなど複数のチャネルによる自己解決を支援する

ための案内プラットフォーム構築

・窓口業務アウトソーシング推進事業（2,392 万円）

住民異動届や各種証明書などの交付など定型的な窓口

業務をアウトソーシングし、専門知識を持つ職員によ

るスムーズで安定した市民対応を実現

・公用車メンテナンス管理委託事業（1,442 万円）

公用車の維持管理に係る業務を一括してメンテナンス委

託し、業務負担軽減と安全管理、リスク管理強化を図る

・ウォーター PPP 導入可能性調査（3,050 万円）

　（下水道事業会計）

ウォーター PPP※の導入に向けての可能性調査を実施

※ウォーター PPP…水道や下水道などの水分野におい

　て、行政と民間企業が連携して施設の維持管理や更

　新など行う仕組み

自然環境に優しいまちづくり

・美化センター太陽光発電設備導入事業（1,442 万円）

　美化センター内の前埋立処分場に太陽光発電設備導入

　に向けて測量、事前調査等の準備業務を実施

・道路照明灯一括更新管理事業（ESCO 事業）

・公園照明灯一括更新管理事業（ESCO 事業）

 （計 7,600 万円）

道路照明灯および公園照明灯のLED化改修を ESCO事業
※

として実施（道路照明灯：376 灯、公園照明灯：131 灯）

※ ESCO 事業…省エネルギー改修に係るすべての経費

　を光熱水費の削減分で賄う事業

・市内施設改修事業（計２億 1,032 万円）

寺井分室の空調・施設照明 LED 化改修および健康福祉

センター別館、根上総合文化会館（音楽ホール、円形ホー

ル、事務室を除く）、宮竹コミュニティセンター体育館、

粟生小学校、寺井中学校の照明 LED 化改修工事を実施

【ゼロカーボンシティ】

・SDGs 推進事業（433 万円）

能美市民の魅力あふれる多様な「お人柄」を生かして、

子どもをメインターゲットに SDGs を身近に感じられ

るフィールドワークショップなどを開催

・森林環境譲与税活用事業（1,304 万円）

経営や管理が適切に行われていない森林の経営の効率

化および森林管理の適正化を促進し、林道の復旧を実

施。また、林地残材のチップ化を推進するためチップ

化工場まで搬出する費用の一部を補助

・県営ほ場整備事業（659 万円）

県営ほ場整備事業実施のための計画作成や負担金

整備後のほ場は、排水量を抑制し、雨水を貯留させる

田んぼダムの機能を保有

対象地区：五間堂・中庄地区　事業面積：33.6ha

・能美ふるさとミュージアム賑わい創出事業（535万円）

のみふる古墳まつりなどの賑わいイベントを開催し、

能美市を代表する文化財である古墳のほか、さまざま

な文化財を守り受け継いでいくことの重要性を発信

その他の主な事業については、市ホームページ「令和

８年度能美市予算のあらまし」をご覧ください。

のみふるひなまつりの様子


